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１．目的  
 高架下を店舗等で利用され、鋼板巻き補強工法による一般的な耐震補強が困難となる箇所を対象に、高架橋ブロ

ックの一部の柱間に鉄筋コンクリート（以下、RC という）フレームを設置する工法を考案した。本研究では RC
フレームの補強効果を確認するため、既存の丸鋼を用いた高架橋を模擬した RC 骨組試験体に、RC フレームを設

置し静的正負交番載荷試験を実施した。 
２．試験概要  

試験体は丸鋼を用いた既存の RC ラーメン高架橋を模擬した 2 径間の縮

小モデルの RC 骨組試験体である。表－1に試験体の諸元を示す。図－1に

試験体の概略図を示す。試験体のパラメーターは、RC フレームの有無と

RC フレームの取り付け方法、RC フレームの鉄筋種類で試験体は無補強の

試験体Ⅰを 1 体、RC フレームを 1 径間に設置した試験体Ⅱシリーズを 3
体の計 4 体とした。試験体Ⅱ－1 は RC 骨組の柱（以下、既設柱という）と

RC フレームの柱（以下、フレーム柱という）を密着させ、RC フレームの

軸方向鉄筋は異形とした。後述する通り、先行して実施した試験体Ⅱ－1
は RC フレームを設置した既設柱がせん断破壊したため、試験体Ⅱ－2 では

RC フレームと既設柱に D/2（D：フレーム柱断面高さ）の突起部を設置し

既設柱と RC フレームに 20mm の離隔を設けた（図－2 参照）。また、RC
フレームの軸方向鉄筋は丸鋼とした。試験体Ⅱ－3は、RCフレームの諸元、

取り付け方法は試験体Ⅱ－2 と同様であるが、フレーム柱の上下端部に打継

目を設ける点を変更した。既往の研究 1）より丸鋼鉄筋を用いた柱は，柱

とフーチングの境界面で目開きを起こしロッキング挙動することで高

い変形性能を発揮する。このため RC フレームの柱と梁の境界面で目開

きが起きやすいように試験体Ⅱ－3 はあえて既設柱の上下端に打継目を

設けた。全ての試験体の柱部材は曲げ破壊先行型とした。本試験体の曲げ

耐力、せん断耐力は既往の評価式 2）に基づき算出した。 
３．載荷および測定方法 
 図－3に試験装置概要図を示す。載荷方法は，載荷梁を使用し鉛直ジャ

ッキにより既存高架橋と同程度の軸方向圧縮応力度である 1N/㎜ 2を各

既設柱に載荷し，試験体の左右に配置した水平ジャッキにより静的正負

交番載荷とした。 
 
 
 
 
 
 

断面幅 断面高さ 径 ｐｔ※1 径 ｐｗ※1 断面幅 断面高さ 径 ｐｔ φ ｐｗ

Ⅰ 3.00
Ⅱ-1 3.00（2.00） Ｄ13 1.94 離隔なし

Ⅱ-2 3.00（2.05）
Ⅱ-3 3.00（2.05） 柱・梁別打ち

※1　ｐｔ：引張鉄筋比、ｐｗ：帯鉄筋比
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※2　（　）内はRCフレームを設置した既設柱A，Bのせん断スパン比で、せん断スパンaを図2に示す上下突起部間の距離とし算出した。（　）外は既設柱Cのせん断スパン比を示す。
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図－2 接合部の概略図 

図－3 試験装置概略図 
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表－1 試験体の諸元 
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試験体Ⅱ－1（10δｙ-1 回目） 

写真－1 試験体の損傷状況 
試験体Ⅱ－3（10δｙ-1 回目） 試験体Ⅱ－2（10δｙ-1 回目） 

ヒンジ せん断破壊 

４．試験結果 
（1）損傷状況 

写真－1 に試験体Ⅱシリーズの損傷状況を示す。試験体Ⅱ－1
は RC フレームを設置した既設柱に斜めひび割れが発生し、せ

ん断破壊した。これは，RC フレームと既設柱が接していること

で既設柱が RC フレームに拘束されたためだと考えられる。試

験体Ⅱ－2、Ⅱ－3 は、既設柱とフレーム柱に離隔を設けたこと

により、試験体Ⅱ－1 のような既設柱のせん断破壊は発生しなか

った。なお、フレーム柱の上下端に打継目を設けた試験体試験

体Ⅱ－3 は打継目から目開きが発生し、損傷は基部に集中したが、

RC フレームを一体打ちした試験体Ⅱ－2 には目開きが発生せず、

基部から 1D に曲げひび割れが交差しヒンジ部が形成された。 
（2）荷重－変位関係 

 図－4に各試験体の荷重－変位の包絡図を示す。試験体Ⅱシリ

ーズの最大荷重後の荷重低下勾配は、試験体Ⅱ－1、試験体Ⅱ－

2、試験体Ⅱ－3 の順に緩やかになり、試験体Ⅱ－3 が最も優れ

た補強効果を示した。 
（3）軸方向短縮量             

 図－5 に引き側載荷時の各既設柱の鉛直変位と水平変位の関

係を示す。図－6に鉛直変位と水平変位の測定位置を示す。既設

柱は左から既設柱Ａ、既設柱Ｂ、既設柱Ｃとする。試験体Ⅱ－1
では 12δy、試験体Ⅱ－2 は 24δｙで既設柱 A の軸短縮が発生

した。一方、試験体Ⅱ－3 は試験終了時まで全ての既設柱で軸

短縮は発生していない。これは既設柱とフレーム柱に離隔を設

けたことで既設柱のせん断破壊を防げたこと、またフレーム柱

の上下端に打継目を設けたことで目開きが発生し補強効果が得

られ既設柱の損傷を抑えられたためだと考えられる． 
４．まとめ 
 今回の試験の範囲で得られた知見は以下の通りである。 
・ フレーム柱と既設柱を密着させた試験体Ⅱ－1 は、RC フレームを設置した既設柱に斜めひび割れが発生し、既

設柱の鉛直変位が大きく低下した。一方、フレーム柱と既設柱に離隔を設けた試験体Ⅱ－2、Ⅱ－3 は、既設柱

の斜めひび割れを防ぐことができ、鉛直変位の低下を抑えることができた。 
・ 試験体Ⅱ－3 は、最大荷重後の荷重低下が緩やかになり変形性能に優れており、既設柱の軸短縮の発生を防ぐ

ことができた。フレーム柱に丸鋼を用いる場合、フレーム柱上下端に打継目を設けることは有効である。 
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図－5 鉛直変位－水平変位の関係 

図－6 変位測定位置 

図－4 荷重－変位の包絡図 
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